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大気中の二酸化炭素濃度の測定

１　概要

地球の大気は、主に窒素（約78％）、酸素（約21％）、アルゴン（約0.9％）で構成されています。その

中にわずかではありますが、二酸化炭素やメタンなどの「温室効果ガス」も含まれています。特に、二

酸化炭素は通常0.03％（300ppm）程度存在しますが、石油・石炭などの化石燃料の燃焼によってこの

濃度がさらに高くなると、地球温暖化が促進されると考えられています。

二酸化炭素の濃度は、気体検知器に気体検知管をつけて測定することができます。

２　ねらい

・ 検知管式気体測定器の使い方を習得し、いろいろな条件や場所での二酸化炭素濃度を測定します。

・ 身近な場所での二酸化炭素の発生源について理解を深めます。

３　準備物

気体検知器、気体検知管（二酸化炭素用で測定対象の濃度範囲に対応したもの）、

ビニール袋、記録用紙

４　方法

（１） 気体検知器に気体検知管（二酸化炭素測定用）をセットします。

（２） 場所を変えて測定します。（→ワークシート１）

（３） 時刻を変えて測定します。（→ワークシート１）

（４） 車の排気ガスの濃度を測定します。（→ワークシート２）

（５） ヒトのはく息の二酸化炭素の濃度を測定します。（→ワークシート２）

（６） 室内での測定（登校時の最初の授業前、昼休み、下校直前、夏、冬、その他）

（→ワークシート２）

５　結果のまとめ方

測定した結果を一覧表にまとめて、二酸化炭素濃度の違いの原因について考えます。

○　場所や時刻による二酸化炭素濃度の違い
（ワークシート１）
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○　二酸化炭素濃度の測定
（ワークシート２）

〈参考資料〉

○　二酸化炭素濃度の測定結果の例

※　二酸化炭素の濃度を測定してわかったこと

    




